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はじめに
幼い頃よりピアノに触れている者にとっては，左右の指を不規則に動かすことは何でもない
事であるが，教職課程履修の学生は，ピアノ演奏に関して初心者という場合も少なくない。こ
のような学生たちが抱える共通の問題点とは，教壇に立つ時に，いわゆる「緊張」をして普段
の実力を発揮できないということである。実際，伴奏実習の模擬授業時でも，伴奏をしながら
歌唱し，さらに生徒に声をかけ指示をするといった同時に複数の行為を行う場合，１回目では
ほとんどの学生がそれを適正に行うことができないし，その行為に‘慣れるまでにかなりの時間
を要するのが現状である。限られた時間でこの問題が解決しない学生は，希望を失い，教職へ
の夢を断たれてしまうといっても過言ではない。最近は多種多様な伴奏習得に関する教材が市
場に出回っており，これらを自学自習において有効活用することで，各自に足りない部分を補
うこともできる。しかし，実際ピアノ演奏においては，ピアニストの多くが幼いころからの
日々の訓練によって得たものであり，短期間でのピアノの習得で同等の効果をねらうのは，余
程の幸運者かもし〈はかなりの努力家となろう。では，全く無理なことであろうか｡答えは「い
いえ」であると思う。工夫次第で，完全とまではいかなくとも，指導に即した方法を発見でき
ると思う。そこで「夏の思い出」を例に，いくつかの手順と準備方法などを学生たちに示し，
過去２年間で改善をしてきた事をここに記したいと思う。
1）受講学生の現状
教職課程の音楽関連科目であり，必修科目として位置づけられている伴奏実習は90分講義の
２期30回で．３年生後期から４年生前期に設定されている。これは，教育実習と教員採用試験
の２つの時期を見据えて，それに合致するように配慮して設定されている。受講生は当然教職
免許取得希望者ということになる。過去３年の受講人数は１年目が27名，２年目が17名，３年
目である現在の前期受講生が27名である。１年目の学生のうち．ピアノが９名，声楽が１０名，
管弦打楽器は６名，作曲が２名２年目は主科がピアノの学生は３名，声楽６名，管弦打楽器
１６１
８名，現在の３年目はピアノ６名，声楽９名，管弦打楽器12名である。この科目を履修するに
あたっては条件がある。それは履修時までにピアノ実技を４期履修することである。そのため，
この講義で初めてピアノを触るという学生は皆無であるが，主科専攻と副科専攻では明らかに
差があり，副科専攻の場合，実際はそれに近い学生も多くいる。歌唱指導をする際の伴奏演奏
における学生たちの状況はいくつかに分類することができる。
歌唱をしながらピアノ伴奏ができる
歌唱はできるがピアノを同時に演奏するのは不得意である
ピアノ伴奏は弾けるが同時に歌唱することは不得意である
歌唱もピアノも同時に演奏することは不得意である
???????，
Ａ）とＣ）は比較的ピアノ専攻者に多い。Ｂ）は声楽専攻者に多い。Ｄ）は管弦打楽器専攻
者に多い。ただし，ピアノ専攻以外の履修生でも，ピアノがかなり演奏でき，声楽専攻以外で
も歌が得意であるという学生もいるし，主専攻がピアノや声楽でなくとも，ピアノも声楽も主
専攻並みの実力を持つ学生もいる。
そして上記の４つのパターンの中にもいくつかの分類ができる。
１．練習をすればある程度演奏できるようになる
２．練習をしてもなかなか演奏できるようにはならない
３．練習をする前に気力がなくなる
４．特に練習をせずとも演奏できる
特にパターン３．の学生はどのような事が原因で，練習に対する気力がないのか尋ねてみる
と，対象学生の多くが共通の回答を寄せた。それは，「昨今，首都圏以外では中学校及び高等
学校の音楽教員採用試験での正規採用が若干名，もしくは皆無に等しいことがここ数年続いて
おり，教職資格は取得したいが教員にはなれないということを自覚している。そのために気力
を維持するのが非常に困難である」ということである。現実には，正規採用の道は非常に厳し
いのではあるが，臨時採用というチャンスもあり，そのためにも真剣に取り組むべきであろう
と諭すが，「なりたくてもなれない」という現状からは現実的ではないように感じている。し
かしながら伴奏実習においては，音楽教諭としての資質だけでなく，音楽に携わる仕事をする
上で必要となる基礎的実技の習得を目指し，こういった幅の広いレベルや向き合う姿勢に対応
するにはどのような方法があるか。今回は特に演奏に不慣れな学生たちに試験的に行っている
方法を中心に紹介していく。
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２）ピアノ演奏のための基礎の共通化
伴奏実習担当１年目の時には，前任者からの引継ぎ内容に沿い，とにかく学生が多くの実践
を繰り返すことでまず「演奏する」ということに慣れ，そこから日々の練習とともに歌唱指導
の際の弾き歌いができるようにしながら，試行錯誤の個人実技指導を中心に講義を進めていっ
た。その結果，第１期では，基本となる７つの歌唱曲のうち，比較的伴奏が簡易にできている
｢赤とんぼ」「荒城の月」「夏の思い出」「浜辺の歌」「花」の弾き歌いができることを目標にし，
そして第２期では「花の街」「早春賦」について取り扱い，特に教育実習前には歌唱指導に関
する模擬授業を行い，指導の際に注意するべきポイントなどを意識しながら講義を進めていっ
た。その結果，多くの学生から，実習前に模擬授業を複数回体験することにより，実際教壇に
立った時には思った以上に勇気が出て，落ち着いて授業に臨むことができたという報告を受け
た。ピアノで伴奏をしながら歌唱する際も，その複数回にわたる経験により，ミスタッチをし
てしまうことに対する不安による萎縮，または，自信がないという気持ちの表れによるいつも
以上の緊張感で，思考力や行動力が大きく妨げられるということは避けられたようである。し
かしながら，音楽指導，特に歌唱指導を実習の課題として実施した学生にとっては，思った以
上に指導効果が出ていなかったという意見もあった。さらに実習校訪問で，研究・評価授業を
見学した後の意見交換会で最も多く指摘されたことは，以下の通りである。
歌唱指導の際，先生の歌声が小さい
ピアノ伴奏のミスが多い
模範演奏が模範となっていない
??????
ピアノを弾くことに普段から‘慣れていない学生では，ピアノを弾くと同時に何かをする，つ
まり生徒の声を聴く，同時に歌う，弾きながら良い点を褒める，もしくは注意事項を生徒に伝
えるなどの行為がうまくできず，演奏が終わってから指導をしてまた演奏するという工程を機
械的に繰り返してしまうことが多く，授業時間の多くを使ってしまう事，さらに生徒たちがリ
アルタイムでその表現が変化することを実感できていないため，指導しても思った以上に指導
の効果が表れていないということを感じたようである。
また，歌いながら伴奏をある程度演奏できる学生でも，やはり演奏と同時に何かを指導する
際には，伴奏を間違えてしまう，もしくはその後すぐに歌に復帰できなかったなどの報告を受
けた。
そこで，２年目はまず第１期の最初の数時間を歌唱伴奏の際，基本的に押さえておくべき項
目をいくつかあげ，共通する基礎を各自のレベルを問わずに講義として行った。第１時間目か
ら３時間目において，ピアノ演奏基礎（姿勢・着座位置の決定，指の機能の認識，指使いの決
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定，和音の押さえ方など)，またピアノと歌唱を同時に演奏する際のポイントの説明と実演
同時に「荒城の月」を例に伴奏習得のためのポイント説明，４限以降から実際に演奏するため
の個人指導を伴う実習を行い，各自の進度に合わせて目標を立て，１期で３～５曲の伴奏を習
得することとした。内容としては１年目で取り上げた７つの歌唱曲から数曲を選び，旋律部分
に指使いを記入し，練習をすること。次にその旋律に合ったバスの進行をとらえ，そのバス進
行に指使いを付け，旋律と同時に演奏すること。少なくとも３つの歌唱曲を選択し，各自で楽
譜への指使いの書き込みを指示すると同時に，各自の液奏をモニターし，ミスをする場所はそ
れぞれの手の大きさや運動能力に合う指使いと練習方法を指導した。その結果，多くの学生が
演奏に対する恐怖感を取り除き，跨蹄せずに演奏することができるようになった。２期では，
教育実習を目標に各自の歌唱指導の際の演奏指導を中心に模擬授業と実技演習を行い，その結
果教育実習では非常に良い効果を実感でき，さらに教貝採川試験での正規採川者を生み出すこ
とに成功した。この経験をもとに，パワーポイントで今年度の諦義盗料を作り，より分かりや
すく解説し，実演するための教材づくりをした。現在進行中の３年'１ではその教材をもとに前
期を迎えている。
以下，パワーポイント教材として配布した一部の盗料を韮に，基本4噸の説|ﾘjをするｃ
①まずピアノ演奏の際に必要な指の機能について代表的なものを紹介した。
指の機能
福にはいくつかの機能がある。
が１，人差し指が２、中指が３，薬指が４，総譜蕊需群
①縦に動くことが得意な指は？→２，３，４，５
②横に動くことが得意な指は？→１（くぐることが得意】
③力の強い指は？→１，２，３…弱い音を弾くときに注意力泌要！
④ｺﾝﾄﾛｰﾙの難しい指は？→４…優しい音色は得意！
⑤速く動くことが得意な指は？→２，３
⑥支えが必要な指は？→４，５
図１）指の機能について
指使いを各''1で決定するときに，機
能的な指使いを決定することは，一
度に複数の動作をする上で愈要であ
る。歌唱指導は，伴奏の他に口頭指
導，歌唱，もしくは身体動作など
様々なことを同時に行う。その際に
安定した指使いにより，ミスタッチ
などに気を向けることがなく他の動
作ができるようにすることが理想で
ある。
②次に下図のように右手，左手の音階の指使いを紹介した。雌初に白鍵から始まる調性の
音階の指使いを示し，一部を除いて同じ指使いが使われることを認識することが重要で
ある。そのため，ハ長調に限らず，歌唱曲で使用されている調性を中心に音階の練習を
することを指導した。調号の理解が進むことが肝心である。
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図２）白鍵調右手の指使い
通常黒鍵調の右手の指使い
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図４）黒鍵調右手の指使い
自然な指の運びをするために葱識することとは？
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図３）白鍵調左手の指使い
通常黒鍵調の左手の指使い
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図５）黒鍵調左手の指使い
③指使いを決めるときに．比較的
演奏がしやすい楽曲でも適切な指使
いを選択することが意識にないと．
右手⑨、②｡⑨左手。。｡｡｡‐ーず一へ／…ーー~′巴､,...､‘,－､‘、‐ー’
･自然な把使いはHdurを恩腹するとよい． ケアレスミスにつながる．もしくは
Ｈｄｕｒは冊”JECis,Dis,Fis‘Gis‘AISと５つ出てくる｡この瓢鎚の位凪に
練習に時間をかけなければならない
など．不都合が多い。そこで，自然
な指運びに並も適した音階を紹介
し，指の長さに合致していることを
図６）自然な指の運びを意識する調と指使い
学ばせた。そのことにより，短い指
が黒鍵に来ることをできるだけ避ける指使いを編み出す必要があることを認識できたよ
うである。特に伴奏形では．第１指や鋪５指が６度音程間やオクターブの関係の場合に
は，どちらか，ないしは両方の短い指が黒鍵にくることは避けられないのであるが，そ
のほかにおいては，不安定の要素をできるだけI刷避することで安心感を得られ，指導の
際の心の余裕と．より商い注意力の維持ができる。
④雌後に韮本となる３つの和音を演奏する際の左手の指使いを示した。和音を押さえる指
は，１１本のピアノ教育では実は意外と注意を怠っている場合がある。その例として5421
という指使いが適している和祥に5321という指使いを使い．大きい手を持っている奏者
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左手和音系による指使い
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であるにも関わらず，第２指と第１
指の指間を大きく広げてバランスを
崩し，ミスタッチをすることや，オ
クターブを押さえる際に最低音が黒
鍵の和音に第５指（小指）を使い，
バランスを崩していることが自覚で
きていないなど，問題はとても大き
い。共通することは．練習により．
図７）左手の和音の指使い
不自由さを感じなくなり，それが普
通となってしまうことにある。しかし，これが後々に本来の和音の調和のとれた響きを
失うということにも結び付く。音楽的に豊かな表現を伴った伴奏ができているか否か
は，こういった基本要素を意識して実践しているかどうかに関わり，また，練習時間の
短縮にもつながる。
そこで，図に示すように基本形，第１転回形，第２転回形の指使いを，手の大きな人
と小さな人で別に示し，どちらが自分に適しているかを選択し，その指使いで和音の演
奏をするようにした。その結果．演奏が安定したことを経験する学生が多くなった。
以上基礎的なことを最初に示すことで，次の効果が得られた。
１．音楽的な演奏をするために必要な基礎技法を学ぶ
２．ピアノ専攻学生の基礎技法に対する再確認ができる
３．練習にかける時間の短縮が見込まれる
４．ミスタッチの大幅な減少が期待される
これらの準備を終え．次に歌唱曲を例に各自に合う演奏形態を考察する。
３）「夏の思い出」を例にしたバス進行の決定
歌唱のメロディーには必ず和声がついている。その和声の術成音をどのように扱うかで，最
初からハードルの高い部分を目指さずとも，音楽的表現を伝えることができる。また表現方法
は個々に即したものを編み出すことができるのだという経験をすることで，演奏に対しての十
分な効果を実感でき，工夫する前に雌しいと諦めてしまうということを回避することができ
る。そこで，準備としての楽譜教材を作成し，楽譜に学生が和声の櫛成音を書き込み，練習を
するという方法をとることが重要である。「夏の思い出」を例にまずいくつかのステップをつ
くり，それによって雌易度をあげるという方法を実施したので紹介する。
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①ステップＩ：ハ長調を例にした低音の決定
和声構成音におけるバスの音をメロディーと拍子に合わせて決定し書き込むことで，
ハーモニーの基本的な音が鳴る。メロディーだけで演奏するよりもはるかに響きが豊か
になり，また歌唱音程もとりやすくなる。特にハ長調の基本３和音（Ｉ，Ⅳ，Ｖ）のバ
スであるＩ＝Ｃ,Ⅳ＝Ｆ，Ｖ＝Ｇという音を，左手の指使いの第５指でＣを弾き，第２
指でＦを弾き，第１指でＧを弾くことをあらかじめ練習しておくことで，だいたいの
歌唱におけるバスはつかめることとなる。ここでのポイントは，５度圏における指使い
により決められた音を確実に感覚でつかむということである。そのため，下準備の練習
として，左手の５度圏，すなわちＣ＝５，，＝４，Ｅ＝３，Ｆ＝２，Ｇ＝ｌという指に直結す
る音を決めてピアノの弾く練習を別途行い，バスの進行に合った指番号を楽譜に記す事
で音を弾くように努めると，比較的安定して音楽が進行する。また歌唱曲の調性に合わ
せて，この指使いで各調の練習をしておくと，よほど特殊でない限り，響きを邪魔せず
に安定させることができる。大切なことは，バス進行はできるだけ簡略化し，ｌ小節内
で和声変化があるところのみにバスを置くことである。また練習の方法は，最後まで通
して演奏することを繰り返すのではなく，最初に通してみたときに指運びが噸いた部分
を引き出し，そこを最初に集中して練習してから，徐々に小節数を増やしていくと，比
較的短時間で効果を得ることができる。
②ステップⅡ：低音演奏を伴ったメロディーの歌唱実習
上記で低音を決定し，左手の練習を繰り返すことである程度指が正確に動くことを確認
したら，実際に歌を歌いながらバスを弾く練習に入ると良い｡特にメロディーを２小節，
ないしは４小節ずつに区切り，バスを弾きながら正しい音程で歌うことを目標として，
細かな練習することはかなりの効果を生む。
以上の２つのステップで，最低限の歌唱指導における最も安定した演奏を自ら行うことがで
きる。当初１年目の時には，バスとそれ以外の構成音で最低２つ以上の音を出す事から始めた
のだが，多くの学生は戸惑いがあったことにより，２年目の学生にはより，安心してピアノに
向かいながら歌うことができるというポイントを重視し，旋律とバス進行に限った結果，かな
りの効果を得たように思う。
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楽譜１）バス進行記入例
４）夏の思い出を例にしたバス進行の譜例
調性は二長調である。全ての小節の中で，ある一部分を除いてほぼ左手の５，２，１という
指を使う事で．バスの進行を解決できる。ただし，ある一部分には第３指で第３音のＦ＃音，
また．少し酒落た音の響きを得たい場合は第４指で主音の半音上のＤ＃音を弾くところがあ
る。そこは指使いとともに，臨時記号を意識する必要がある。対応する指番号と音を示す。，
－５．Ｅ－４，Ｆis－３，Ｇ－２，Ａ－１，Dis-4※は15小節目の第３拍で使用する。
楽譜を提示してみる。
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歌唱指導時の伴奏表現と習得方法の工夫
5）歌唱をしながらメロディーを弾く練習
右手で歌唱の旋律をピアノで演奏することは，案外容易にできる者も多いのだが，歌唱指導
の際に必要な「手本となるような演奏」とするとき，歌唱しながら旋律を弾くことはかなり高
いハードルとなる。つまり，指に集中すると歌詞を間違える，また歌う事に集中するとミス
タッチとなるといったことであるが，これも，かなりの時間をかけて練習することが解決に早
道となる。しかし，多くの学生は毎日のように歌うこと，もしくはピアノを弾くことは別々に
練習しているが，同時にとなると，完成度が一機に下がるという｡やはり，２つの別々のこと
を同時に進行させるためには，かなり熟達した訓練が必要である。特に，音程が全体的に移動
し，指のポジションが高音部や低音部に移動するところで多くの場合は失敗してしまう。そこ
でそれぞれ４つのポジションをしっかりと意識させ，さらに移動を安全に行うために，バスの
練習方法で提示した，細切れに練習する方法を実践させたところ，比較的短時間で準備ができ
るようになった例が多く見られた。
＜右手におけるポジション移動表＞
小節番号 ポジション番号 意識する指 意識する音
第１～第８小節 １ 第３指 Ｆiｓ
第９～第１O小節 ２ 第３指 Ｈ
第１１～第１４小節 １ 第３指 Ｆiｓ
第１５小節 ３ 第１指 Ｆiｓ
第16小節 ４ 第１指 Ｈ（ｌオクターブ下）
上記表のように，第１小節ではポジション１，第９小節ではポジション２，第１l小節ではポ
ジション１，第13小節ではポジション３，第１４小節ではポジション４として，根幹となる第３
指を第１ポジションでは第３音ファ＃（Fis）に，第２ポジションでは第６音シ（Ｈ）に，次
の根幹となる第１指を第３ポジションとして第３音ファ＃（Fis）に，第４ポジションとして
第６音シ（H）に置くことでまずポジション移動を意識した練習を繰り返し行った。
特に第13小節目から第16小節までが一番ポジション移動が多く，また根幹となる指が第３指
から第１指に代わり，さらにベースにＤ＃音が来るということで，初心者にはかなり難しいの
であるが，別々に練習をすること，ポジションを記憶することなどのポイントを重視し，比較
的困難回避ができている。また一方では，第２ポジションと第４ポジションでは同じ音を意識
するのであるが，１オクターブ低音部に移動する際の根幹となる指が違うことへの意識を高
め，平行移動を安定してできるまで練習させた。
なお，今回は，初心者への対応を中心に記しており，第13小節目の指使いは小さな手の場合
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はlll354，大きな手の場合にはlll243と第１指が黒鍵にくる指使いとしているが，実際上級者
については，最後の２小節は333132,もしくは222143を紹介している。
また歌の練習については，２年次，ないしは３年次に履修する副科声楽で課題として取り扱
うことを提案し，次年度履修の学生からはさらに歌に対する準備がうまくいくよう改善してい
る。この際に，次のいくつかの点を意識させながら演奏する必要がある。
強弱や表情記号による変化を意識しながら歌うこと。
バス進行においては，和声感に即した進行の響きを意識するとともに，旋律に課された
表現記号を同時に表現すること。
ブレスの位置を意識し，必ず時間的余裕を含む自然な呼吸を感じて歌う事◎
右のペダルを使用する時は，旋律やバスが濁らないように踏みかえる練習をすること。
肝心なところで，生徒に顔を向けることができるように目線を鍵盤や楽譜から離して演
奏できるようにすること。
生徒の歌声を聴くことに集中できるように，入念に練習すること。
指示や指導が演奏と同時にできるようにすること。
１．
２．
???（???》???↓???、》）
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自らの演奏に対して，旋律とバス進行の簡素な演奏の内から，必要な上記の７つのことを意
識しながら練習をすることにより，今後，演奏可能な声部や伴奏形が増えていった時にも，そ
の音楽観がすでに定着していることが望ましい。
６）歌唱とバスの伴奏が同時にできるようになった場合の次の課題
歌唱とバスの伴奏が同時に安定して演奏できることが確認できたら，次にはｌ～２音のハー
モニーを入れて，左手の伴奏の響きを増やすことで，よりポリフオニーを意識した演奏に近づ
く。これは，いずれ楽譜に書かれた伴奏形を完壁に演奏できるための第１段階となるため，追
加する音は慎重に選ぶ必要がある。学生に提示した楽譜により，どの音を抽出するか意見を出
し，さらに響きを確認しながら完成させていく。伴奏楽譜の一例をあげる。
右手の進行は，できるだけポジション移動を無くして安定させ，歌唱指導に余裕が出てくる
ように工夫されている。とても良い例であると思う。また，ピアノの音を音価の長い音符で表
現することで，より歌声が強調され，生徒自身の耳で自分の声を聴くチャンスを多くすること
ができるため，指導も適格に行くと思う。
170
楽譜２）伴奏楽譜の一例
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歌唱指導時の伴奏表現と習得方法の工夫
画 ノ一一ヒグ
おわりに
２年以上前までピアノを弾くということすらしていなかった学生でも，２年間の副科ピアノ
での誠実な努力によりある程度の楽曲を弾くことができるようになり，３年目で教職を目指す
学生はこの伴奏実習で歌唱曲の伴奏を弾く経験をする。これは，本来ならば奇跡的な成長であ
る。今回はピアノ演奏初心者に対する指導の工夫ということで，「夏の思い出」を例に様々な
方法で歌唱指導時の伴奏演奏をより安定させるための工夫を紹介した。上級者であれば，伴奏
を演奏することに関しては，何ら困難を生じることの少ない課題ではあるものの，音楽表現の
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美しさ，そしてその表現を感じて歌唱をする喜びを生徒たちに伝えるには，豊かな表現力を身
に着け，演奏する他ないのである。ピアノ演奏における様々なレベルの学生が，１つのクラス
で同一課題をもとに実技習得を目指す場合，やはり全体のモチベーションを維持していくこと
に大変困難をきたす。特に，難なく演奏できる者とそうでない者では，その差は歴然としてし
まい，本来奇跡的な成長を遂げた勤勉な学生たちが，志を無くしてしまうことも少なくない。
そのような状況下において大切なことは，物事に対する考え方を多角的に捉えるということで
あると感じる。
例えば，伴奏に使用する音符の数が多く，演奏が非常に難しい課題に通遇した場合，その伴
奏を簡素化することに対しては次のような考え方が生まれると思う。
「伴奏の音符を減らすことで，書かれていることを正しく演奏できないことへの罪悪感を持
ち，自信を喪失する」など。
そのような場合，以下のように考えることで，正反対の捉え方ができ，新たな効果が生まれ
る。
「伴奏の音符を減らすことで，より旋律線がはっきりして，音程が正しいかどうか露わにな
るため，生徒たち自身での音程への注意力をより強くできる｡」など。
要するに，「簡素化＝罪悪感」ではなく，「簡素化＝理解力増強」ということになる場合がある
ことを知り，目的意識をもって変化させることで，指導力のアップを図るという櫛図ができあ
がるのである。もちろん，最終的には楽譜通りの正しい伴奏で歌えるようになることが一番望
ましいのではあるが，習得に関する一工程としての在り方を発見することで，より効果的な指
導に結び付くことを認識すべきである。
教育の根幹にある修辞的解釈をいかにするか，１つのことに幾通りもの解釈が成り立つ思考
感覚を身に着けることで，困難をチャンスに変えることはいくらでもできよう。昨今では地方
の教員志願者の不足問題が深刻化しているようであるが，地方における中学，ないしは高校の
音楽教諭志願者は決して減少傾向にあるわけではない。しかし，現実問題として，正規採用者
の数はほぼ無いに等しい。少子化が原因であるというが，そのような厳しい状況に置かれてい
ても，本来の音楽教育に必要な多角的な物事の捉え方は今後ますます重要になってくると考え
る。様々な状況にある学生たちが，困難な道への挑戦をするにあたり，「正しい伴奏により歌
唱指導をする事だけに力を注ぐことも大切ではあるが，一方では，音を減らしてより生徒たち
に正しい音程，美しい表現を感じることができるような配慮を伴う伴奏をして，歌唱指導をす
ることもできる」という同時に幾通りもの考えに立てる指導者の育成を今後も心掛けていく。
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歌唱指導時の伴奏表現と習得方法の工夫
使用教材
・中学生の音楽１（教育芸術社）
・中学生の音楽２．３上（教育芸術社）
・中学生の音楽２．３下（教育芸術社）
参考資料
・2012年改訂版中学校・高等学校教職課程音楽科教育法（教育芸術社）
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